
活用データ名・
指標銘 指標ID 単位 備考

データの値

自保険者
都道府県平均・合計 全国平均・合計

比較地域

北海道 八雲町 北海道 森町

2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024

認定率 B4-a ％ 見える化・時系列
（各年度年報） 18.7 18.9 19.2 20.6 20.9 21.4 19.0 19.4 19.7 21.0 21.5 21.4

調整済み認定率 B5-a ％
見える化・時系列（比較地域と
比較）
（各年度年報）

15.5 15.8 15.8 17.7 17.6 17.8 16.3 16.4 16.5 18.4 18.3 17.8

調整済み認定率（要介護３～
５） B6-a ％

見える化・時系列（比較地域と
比較）
（各年度年報）

5.1 5.1 5.2 4.8 4.8 4.7 5.5 5.5 5.4 5.8 5.5 6.0

調整済み認定率（要支援１～要
介護２） B6-b ％

見える化・時系列（比較地域と
比較）
（各年度年報）

10.4 10.7 10.6 12.8 12.9 13.1 10.8 10.9 11.1 12.6 12.8 11.9

全国平均等との比較 全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察（仮説の
設定）

設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策（理想像でも可）

調整済み認定率は、全国・全道平均と比べてともに低
く、中でも軽度の認定率は特に低い。

過去の分析においても同様の傾向にあったことから、も
ともと町民の健康意識が高いことなどが考察できるほ
か、介護予防の効果が表れていることも考えられる。

調整済み認定率の３か年実績を勘案し検証した。 引き続き各種介護予防の取り組みを継続していくほ
か、介護保険制度そのものの理解度・浸透度にも注
視していきたい。

自由記述

2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024

受給率（施設サ－ビス） D2 ％

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

4.6 4.6 4.7 2.7 2.7 2.7 2.8 2.9 2.9 3.7 3.6 3.5

要支援・要介護者1人あたり定員
（施設サ－ビス別） D28 人

見える化・時系列
（介護サービス情報公表システ
ムおよび各年度月報）

0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

要支援・要介護者1人あたり定員
（居住系サ－ビス別） D29 人

見える化・時系列
（介護サービス情報公表システ
ムおよび各年度月報）

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

受給率（居住系サ－ビス） D3 ％

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

1.9 1.9 2.0 1.7 1.7 1.8 1.3 1.4 1.4 2.1 2.1 2.0

要支援・要介護者1人あたり定員
（通所系サ－ビス別） D30 人

見える化・時系列
（介護サービス情報公表システ
ムおよび各年度月報）

0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3

受給率（在宅サ－ビス） D4 ％

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

7.3 7.0 6.9 9.7 9.9 10.1 10.4 10.5 10.8 9.4 10.1 10.6

全国平均等との比較 全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察（仮説の
設定）

設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策（理想像でも可）

受給率において、施設サービスは全国・全道平均と比
べてともに高く、居住系サービスは全国平均と比べて高
いが全道平均と比べて同等またはやや高い。在宅サー
ビスは全国・全道平均と比べてともに低い。

町内に介護老人福祉施設や介護老人保健施設があ
り、施設サービスの1人あたりの定員は全国平均等に
比べてやや多い状況にあることから、介護度が高くなっ
た際に施設入所を意識しやすい環境にあることが考え
られる。

指標D2受給率（施設サービス）及びD28要支援・
要介護者1人あたり定員（施設サービス※小数点以
下確認）により検証した。

在宅サービスや介護保険制度以外の支援策の充実に
より、施設サービスへの偏りを解消するのが理想的であ
る。

自由記述



2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024

受給者1人あたり給付月額（在宅
および居住系サ－ビス） D15-a 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

105,337.3 113,453.5 114,597.1 121,450.1 123,911.4 125,388.8 130,075.8 132,660.9 134,166.7 130,759.7 132,726.2 139,404.6

受給者1人あたり給付月額（在宅
サ－ビス） D15-b 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

86,843.1 91,596.7 90,797.2 104,405.9 106,980.4 108,564.6 118,723.4 121,225.2 122,463.2 112,440.7 114,933.2 121,897.5

受給者1人あたり給付月額（訪問
介護） D17-a 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

48,673.4 54,740.0 51,523.8 75,724.2 78,409.7 81,549.7 76,919.8 80,033.2 82,954.4 106,730.7 98,859.1 110,058.0

受給者1人あたり給付月額（訪問
入浴介護） D17-b 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

- - - 52,986.7 53,838.8 56,074.1 61,810.6 63,049.6 64,164.8 51,607.3 56,441.6 47,719.7

受給者1人あたり給付月額（訪問
看護） D17-c 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

28,107.0 28,023.3 31,063.1 36,028.2 36,332.1 36,460.9 41,294.5 41,639.3 41,722.5 29,046.1 28,608.6 28,421.1

受給者1人あたり給付月額（訪問
リハビリテーション） D17-d 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

24,519.5 25,496.4 28,014.7 29,494.2 30,398.5 30,572.3 33,673.6 34,290.2 34,488.5 36,318.6 38,624.7 38,462.0

受給者1人あたり給付月額（居宅
療養管理指導） D17-e 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

12,528.9 12,044.4 12,966.1 10,648.9 11,172.4 11,597.6 12,382.2 12,796.6 13,139.8 12,029.1 11,600.5 11,471.8

受給者1人あたり給付月額（通所
介護） D17-f 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

62,392.3 67,468.6 68,328.2 56,625.6 58,035.9 58,279.5 83,257.6 84,467.9 84,441.0 61,900.0 64,809.1 64,415.0

受給者1人あたり給付月額（通所
リハビリテーション） D17-g 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

50,842.5 54,336.8 53,751.1 50,564.3 51,718.8 51,992.7 58,136.4 58,919.3 58,754.8 76,111.1 77,774.9 80,227.1

受給者1人あたり給付月額（短期
入所生活介護） D17-h 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

140,899.9 138,683.3 133,237.3 99,779.2 97,282.0 99,060.3 108,557.0 106,699.5 107,731.7 140,346.3 135,147.7 157,394.5

受給者1人あたり給付月額（短期
入所療養介護） D17-i 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

80,657.8 85,327.8 84,798.5 86,680.8 85,562.4 89,433.0 91,341.9 90,321.4 91,585.2 66,536.3 62,499.2 67,274.5

受給者1人あたり給付月額（福祉
用具貸与） D17-j 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

9,158.5 9,460.5 9,486.1 10,312.2 10,609.1 10,602.4 11,965.6 12,126.3 12,212.0 11,053.8 11,374.1 11,754.1

受給者1人あたり給付月額（特定
施設入居者生活介護） D17-k 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

130,192.2 151,758.2 161,965.9 168,197.3 171,107.3 172,487.6 184,040.7 187,186.3 190,209.2 172,195.9 176,422.8 184,285.2

受給者1人あたり給付月額（介護
予防支援・居宅介護支援） D17-l 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

12,333.5 12,469.4 12,406.4 12,583.2 12,534.4 12,589.8 13,138.4 13,147.8 13,292.4 13,257.0 12,527.5 12,688.6

受給者1人あたり給付月額（定期
巡回・随時対応型訪問介護看
護）

D17-m 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

159,824.9 162,473.5 141,853.0 144,898.0 146,942.5 143,162.8 166,008.1 168,947.4 168,005.1 167,439.4 167,007.9 164,075.4

受給者1人あたり給付月額（夜間
対応型訪問介護） D17-n 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

- - - 24,283.3 22,987.6 23,558.0 38,814.9 39,393.6 41,013.8 - - -

受給者1人あたり給付月額（認知
症対応型通所介護） D17-o 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

116,948.5 151,799.7 104,532 98,805.6 100,359.4 99,056.7 116,352.3 117,998.5 119,285.6 123,693.8 106,354.8 112,362.8

受給者1人あたり給付月額（小規
模多機能型居宅介護） D17-p 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

201,587.9 186,456.7 186,947.2 185,978.0 187,457.8 190,623.1 191,608.7 193,706.1 197,918.9 194,629.9 179,699.8 173,829.9

受給者1人あたり給付月額（認知
症対応型共同生活介護） D17-q 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

248,422.3 257,707.4 251,367.1 259,059.5 262,542.9 266,197.9 260,638.3 264,721.7 269,967.9 262,685.2 268,377.6 282,893.1

受給者1人あたり給付月額（地域
密着型特定施設入居者生活介
護）

D17-r 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

202,481.3 222,133.5 231,859.5 197,932.1 199,689.1 203,378.4 198,572.6 200,515.2 204,759.2 - - -

受給者1人あたり給付月額（看護
小規模多機能型居宅介護） D17-s 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

- - - 240,065.5 239,285.6 245,989.6 260,420.0 264,161.8 270,931.0 - - -

受給者1人あたり給付月額（地域
密着型通所介護） D17-t 円

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

38,898.7 39,936.6 37,803.3 61,059.1 61,792.7 61,795.9 74,762.1 74,616.4 74,158.0 65,412.7 68,194.1 56,066.4

受給者1人あたり利用日数・回数
（訪問介護） D31-a 回

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

15.7 17.9 17.3 26.4 27.3 28.7 26.2 27.2 28.4 38.4 35.4 39.8

受給者1人あたり利用日数・回数
（訪問入浴介護） D31-b 回

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

- - - 4.3 4.4 4.5 4.9 4.9 4.9 4.1 4.6 3.8

受給者1人あたり利用日数・回数
（訪問看護） D31-c 回

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

4.4 4.5 5.1 6.6 6.7 6.7 8.9 9.0 9.0 6.1 6.0 6.0

受給者1人あたり利用日数・回数
（訪問リハビリテーション） D31-d 回

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

7.3 7.6 8.3 10.1 10.4 10.5 11.5 11.7 11.7 11.0 11.6 11.7

受給者1人あたり利用日数・回数
（通所介護） D31-e 日

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

9.9 10.8 11.1 8.0 8.2 8.1 10.7 10.8 10.7 8.9 9.4 9.2



受給者1人あたり利用日数・回数
（通所リハビリテーション） D31-f 日

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

4.4 4.9 4.6 4.8 4.9 4.8 5.7 5.7 5.6 7.3 7.5 7.2

受給者1人あたり利用日数・回数
（短期入所生活介護） D31-g 日

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

20.8 20.2 18.9 12.2 11.7 11.7 12.7 12.4 12.3 19.2 18.4 22.3

受給者1人あたり利用日数・回数
（短期入所療養介護） D31-h 日

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

7.1 7.4 7.1 7.8 7.6 7.7 8.1 7.9 7.8 5.6 5.1 5.3

受給者1人あたり利用日数・回数
（認知症対応型通所介護） D31-i 日

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

14.1 15.3 10.7 9.6 9.6 9.4 10.6 10.7 10.6 11.5 9.1 9.4

受給者1人あたり利用日数・回数
（地域密着型通所介護） D31-j 回

見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービ
ス提供月まで,R6はR7/2サービ
ス提供月まで）

5.8 5.9 5.6 7.9 7.9 7.9 9.4 9.4 9.2 9.1 8.7 7.5

全国平均等との比較 全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察（仮説の
設定）

設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策（理想像でも可）

受給者1人あたりの訪問介護、訪問看護、訪問リハビ
リテーションなどの在宅サービスの利用回数は、全国・
全道平均と比べてともに低い。

要介護３以上の施設サービスの受給率が全国平均
等に比べて高い状況にあることから、同程度の介護度
にあっても全国では在宅サービスを利用している実態が
あることが考えられる。

指標D2受給率（施設サービス）及びD31-a・D31-
c・D31-d受給者1人あたり利用日数回数（訪問介
護・訪問看護・訪問リハビリテーション）により検証し
た。

在宅サービスや介護保険制度以外の支援策の充実に
より、施設サービスへの偏りを解消するのが理想的であ
る。

自由記述


